
 

 

  
 

     
幸まちづくり 
さいわい寺子屋サロン 

 

今年度は５回実施予定です。 

第１回  ８月１９日（日） 

第２回  ９月１６日（日） 

第３回 １０月２１日（日）  11:30～15:00 

第４回 １１月１８日（日） 

第５回 １２月１６日（日）  

詳細は後日チラシでお知らせします。 

多数の小学生・中学生および、 

応援スタッフの方お待ちしています！ 

 

    編集後記 
  

 幸まちづくり協議会への 

要望やご意見がありました

らお聞かせく 

ださい。(Ａ) 

 
 

  

 

   アライグマ対策 
 

 

夜、家にアライグマが出没します。

ベランダに上がりこみ、サンダルをボ

ロボロに噛み散らかしていきます。 

新しいサンダルを何度もやられるので、なにかいい

手がないかと子どもたちと 

あれこれ考えていたら、５歳 

の末っ子が 

「サンダルを使ったら 

しまえばいい」と。 

 全く、そのとおりですね。 
   

新町 山城知香  

バトンちゃん 裏面も 
ご覧ください 
☆お知らせ 

 
 

*広報委員会 

 7月 5日（木） 

13:30 

*運営委員会 

 7月 ６日（金） 

13:30 

*文化部会 

 ７月 26日（木） 
13:30 

*福祉部会 

 ７月 27日（金） 
19：00 

次回走者は 

泉町の橋爪正二

さんにお願いし

ます。 

７～８月 夏期講習 生徒募集中！ 
 

講師 藤井 祥波 

         Fujii  Sachiha 

〒515-0071松阪市桜町 581-41 

☎0598-67-0945 

地震だ～  
骨、関節を長持ちさせましょう。 

痛み、骨粗鬆症、関節リウマチ 

ご相談させて頂きます。 

☎ 0598-25-0031  幸小学校近鉄道路西側 
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☎ ２３－９５４９ 

～毎日をいきいきとご健康で～ 

ＳＡＩＷＡＩ  ＭＡＣＨＩＺＵＫＵＲＩ 
 

 

さいわい出前サロン 
 

三世代交流を目的に３回開催予定です。 

第１回は白粉町で８月上旬に実施します。 

詳細は、自治会の回覧でお知らせします。 

次回からの開催希望の自治会を募集中！！ 

幸わいわいクラシック  
音楽のアトリエムジカーノ主催による、 

クラシック音楽の演奏をお楽しみに！ 

と き：８月１２日(日) 

ところ：幸公民館 ２階 

詳細は回覧をご覧下さい 

 

「いきいき体操」ぜひご参加を‼ 
 

日々の体操で健康と若さを保とう！  
 

毎月 1回、第 4月曜日午前 10時～１１時 

過ぎまで健康体操を行っております。 

椅子に腰かけていても出来る無理のない体操で

す。 

事前の申し込みはいりません。 

一度見学に来てください。 
 

次回は 

７月２３日(月)１０時～ 

場所 幸公民館 ２階 
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祇園祭りの始まり        文化部会 

祇園信仰は、牛頭天王(ごずてんのう)・素戔嗚(すさのう)に対する神

仏習合の信仰である。明治の神仏分離以降は、素戔嗚を祭神とする神

道の信仰となっている。京都の八坂神社が総本社とされています。 

平安時代に成立した御霊信仰(ごりょうしんこう)を背景に、行疫神を

慰め和ませることで疫病を防ごうとしたのが祇園信仰の原形である。

その祭礼を「祇園御霊会（御霊会）」といい、10世紀後半に京の市民に

よって祇園社（現在の八坂神社）で行われるようになったものが松阪に

伝わったものとされています。 

松阪四天王といわれる牛頭天王を祀る 

・弥勒天王（日野町八雲神社） 

・御厨天王（本町御厨神社） 

・雨竜天王（魚町雨竜神社、明治 41年松阪神社へ合祀） 

・毘沙門天王（西町八重垣神社、同年松阪神社へ合祀）の四社の祇園会であったとされる。 

 弥勒天王の祭りの主役は御輿で、拝殿に供えられた御輿が町内を練り歩く習 

慣は、元禄年間（1688～1704）に始まった。病魔退散を目的とし７月１４日を祀日 

としたそうです。 

祇園御霊会は祇園社の6月の例祭として定着し、山車や山鉾は行疫神を楽しませるための出

し物であり、また、行疫神の厄を分散させるという意味もある。中世までには祇園信仰が全国に

広まり、牛頭天王を祀る祇園社あるいは牛頭天王社が作られ、祭列として御霊会（あるいは天

王祭）が行われるようになったようです。 

明治の神仏分離令で、神社での仏式の行事が禁止され、また、祭神の名や社名に「牛頭天王」

「祇園」のような仏教語を使用することが禁止されたことから、祇

園社・牛頭天王社は素戔嗚を祀る神社となり、社名を改称しました。 

総本社である京都の祇園社は、鎮座地の地名から八坂神社とさ

れた。その他の神社では、京都になら

った八坂神社のほか、祭神の名前から

素戔嗚神社、かつての社名から祇園

神社、また地名を冠したものや牛頭

天王を祀る以前の旧社名などに改称

しました。(参考資料 松阪市史 他)            

牛頭天王と素戔嗚尊の習合神である祇園大

明神（仏像図彙 1783年） 

射和祇園まつり 牛頭天王像  


